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１．はじめに  

脳波とは脳の電気的活動を頭皮の上から測定し

て波形であらわしたものである。脳波を調べること

で心理状態を把握できる。現在市販されている脳

波測定器では一台につき被験者一人しか測定で

きない。そのため既存の簡易脳波計で、授業を受

ける複数の学生の心理状態を動的に測定すること

は非現実的である。本研究では、このマルチチャ

ンネル動的脳波計測システムの開発を行う。本論

文では、センサからのアナログ入力をディジタル変

換し、データを保存、さらに解析用 PC に送信する

システムのプログラム開発について報告する。 

 
２．概論 

・ 測定期間は240〔sec〕 

・ サンプリング周波数は128〔Ｈｚ〕 

・ サンプリング周期は0.007813〔sec〕とする 

本システムでは汎用性を高めるために、ＰＣと計

測器との接続はＵＳＢを使用する。ただし、ＵＳＢは

リアルタイムでデータをやりとりすることには向かな

い。従って、A/D コンバータ制御およびデータの一

次保管をマイコンで行い、測定後に PC へデータを

転送するシステム構成とする必要性がある。本研

究では、このシステムに使用するマイコンプログラ

ム開発を行った。 

 
図１ 脳波計測部のブロック図 

 

３．プログラム構成 

本研究のプログラム構成は大きく分けて脳波測

定モードとデータ転送モードの２つである。図２の

流れ図は、脳波測定モードである。このモードでは、

セットリングタイムなどの調整を行い、アドレス設定

をした後に一次保管メモリに保存する。このデータ

はサンプリング周期 0.007813〔sec〕ごとに 8 人分の

データをＡ／Ｄ変換し、一次保管メモリに保存する

ことになる。図 3 の流れ図は、データ転送モードで

ある。このモードでは、PC によって要求された測定

データを一次保管メモリから読み出して USB-IF へ

転送する。PC の通信速度に合わせ、ＰＩＣマイコン

とＵＳＢ-IF とでハンドシェイクを行う必要がある。図

４はＰＩＣマイコンとＵＳＢ-IF のデータ転送モードに

おける通信をハンドシェイクで行っているタイムチャ

ートである。 

 
 

 
  図４ データ転送モードにおけるタイムチャート 
 
４．まとめ・今後の発展 

 ハーウェア構成とシステムの仕様に基づき各モー

ドのアルゴリズムを検討し、プログラムを作成した。 

今後は同システムを増設してさらなる多チャンネル

構成とし、実用に向けたデバッグを行う。 
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